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JAAS (Japanese Association of Autism Support)

1991 年に「めぶき園」を開設して 30 年が経過しま

した。同じ年に全自者協ニュース創刊号が発刊され、

「全自者協設立の流れ」（嬉泉・奥村幸子氏）に故十

亀史郎先生（三重県立あすなろ学園）の御意志を受

けて 1987 年に 8 施設で設立総会を開いたと記載され

ています。4代会長の奥野宏二氏が退任されたため、

2010 年から 6年間会長を務めさせていただきました。

「めぶき園」開設当時は自閉症に対しての認識は一

部の専門家や関係者に限られ、自閉症に初めて接す

る支援員 7名で重い知的障害を伴う器物破壊、他害、

自傷、飛び出し等の行動障害のある利用者を支援す

ることは容易ではありませんでした。

優秀な職員もいましたが、問題のある職員もいま

した。そのことから 4年程で当初採用した支援員の

大半が退職しました。バブル景気も去り、求職難に

なったことから、地元の国立大学や福祉大学の出身

者を採用することができました。その時期に採用し

た職員が現在、幹部や施設長として活躍しています。

平成 18 年から「大分県発達障がい支援専門員養成

研修」を実施しました。特筆すべきは座学だけでな

く、萌葱の郷の自閉症者施設や児童発達支援センター

で実務研修を受けていただくことや事例検討を通し

てスーパービジョンを体験して頂くことです。研修

年限は 3年で既に 300 名以上の支援専門員を養成し

ました。支援専門員は医療、福祉、保健、教育、保育、

労働等のスタッフで、支援専門員の会を結成し、地

域や職場のスーパーバイザーとして活躍しています。

支援専門員養成研修をモデルに全国展開し、特定

の理論や技法に精通するだけでなく、ゼネラリスト

としてのスーパーバイザーを養成することが喫緊の

課題だとの考えから、会長在任中に「スーパーバイ

ザー養成研修」（日本財団助成事業）をスタートさせ

ました。大分県発のスーパーバイザー養成研修は世

界の先進モデルになると確信しています。

萌葱の郷の自閉症療育や保育・教育に対する先進

性が認められ、自閉症・子育て支援センターとして

自閉症者施設、児童発達支援センター、こども園等

15 事業所を数えるまでになりました。当法人には多

くの実務研修生がこられますが、その方々から「全

職員が理念や支援内容を共有していることが素晴ら

しい」との感想を戴いています。

30 周年を契機として、「自閉症療育のコペルニク

ス的転回～エビデンスは現場にある～」と題する拙

著を出版致しました。滝乃川学園重度棟でごく当た

り前の生活の実現をめざして生活見直しや全員就学、

施錠撤廃に取り組み、行動障害は不適切な支援や環

境による二次障害だと確信しました。成功したエピ

ソードだけでなく、あえて痛恨の出来事を紹介する

ことで、少しのミスや傲慢さで利用者が命を失うこ

ともある責任の重い仕事だと自覚して欲しいと願っ

ています。

めぶき園でのエピソードとして、受容的交流療法

をベースに行動療法、動作法、心理劇、ニューカウ

ンセリング、さらにはミラーニューロンの発見等に

よる新たな知見に基づく実践事例を紹介し、こども

園と児童発達支援センター、相談支援事業所を同一

敷地内で運営することで、障害のある子もない子も

共に育つインクルーシブなモデルを紹介しています。

「カリタスの家事件」「津久井やまゆり園殺傷事件」

を検証し、最終章では「萌葱の郷メソッド」として

これまでの実践や研鑽を通して到達した理念や対人

支援のあり方について提言しています。お読みにな

られた方からは「途中から泣きながら読みました」	

「支援員の教科書です」等の感想が寄せられました。

多くの方に読んでいただきたいと願っています。

（	お近くの書店やオンライン書店で購入することが

できます）

過去に学び・今を検証し・未来を拓く
社会福祉法人　萌葱の郷　
理事長　五十嵐　康郎
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全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会
の
皆
様
に

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
自
閉
症
児
者
・

ご
家
族
へ
の
支
援
な
ら
び
に
発
達
障
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
等
、
ご
尽
力
頂
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

国
会
に
お
け
る
発
達
障
害
の
支
援
を
考

え
る
議
員
連
盟
は
、
1
7
0
名
（
本
年

4
月
27
日
現
在
）
が
所
属
し
、
全
議
員
数

に
占
め
る
割
合
は
約
24
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。5

年
前
に
成
立
し
た
改
正
発
達
障
害
者

支
援
法
に
お
け
る
①
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を

通
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
、
②
家
族
な

ど
も
含
め
た
、
き
め
細
か
な
支
援
、
③
地

域
の
身
近
な
場
所
で
受
け
ら
れ
る
支
援
、

の
実
現
を
目
指
し
て
、
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

な
か
で
も
本
年
度
は
、
発
達
障
害
者

地
域
支
援
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
配
置
を
拡
充

し
、
困
難
事
例
の
対
応
促
進
等
を
図
り
、

地
域
支
援
機
能
の
強
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
初
診
待
機
の
解
消
を
図
る
こ

と
や
専
門
的
医
療
機
関
の
確
保
を
進
め
る

発
達
障
害
診
断
待
機
解
消
事
業
、
発
達
障

害
児
を
中
心
と
し
て
家
庭
・
教
育
・
福
祉

連
携
を
推
進
す
る
事
業
な
ど
、
強
化
し
て

い
ま
す
。

就
労
支
援
の
実
績
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
お
け
る
発
達
障
害
者
（
障
害
者
手
帳
を

所
持
し
な
い
方
）
の
新
規
求
職
申
込
数
や

就
職
件
数
は
、
い
ず
れ
も
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
定
着
の
た
め
に
は
、
個
々
の

個
性
へ
の
配
慮
や
「
分
か
り
や
す
い
指
示

を
し
て
ほ
し
い
」「
仕
事
が
変
更
に
な
る

時
は
前
も
っ
て
伝
え
て
ほ
し
い
」
な
ど
、

業
務
遂
行
上
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け
る
発
達
障
害
者

雇
用
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
り
、
就

職
準
備
段
階
か
ら
定
着
ま
で
の
一
貫
し
た

支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
学
生
全
体

の
就
職
率
（
98
％
）
と
比
べ
低
調
な
発
達

障
害
の
あ
る
学
生
の
就
職
率
（
73
・
5
％
）

の
改
善
に
向
け
て
、
大
学
等
と
連
携
し
て

特
別
支
援
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
一
貫
し
た

支
援
を
推
進
し
ま
す
。

一
人
の
自
閉
症
児
者
を
中
心
と
し
て
、

生
涯
に
わ
た
る
一
貫
し
た
支
援
【
タ
テ
】

と
地
域
連
携
に
よ
る
支
援
【
ヨ
コ
】
の
拡

充
に
向
け
て
、
全
力
を
あ
げ
て
ま
い
り
ま

す
。本

年
は
、
4
月
27
日
（
火
）
に
4
・
2

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
記
念
会
合
と
し
て

議
員
連
盟
総
会
を
開
催
し
、
関
係
団
体
の

代
表
の
方
々
に
も
ご
出
席
頂
き
、

〇  

厚
労
省
、
文
科
省
よ
り
、
①
令
和
3
年

度
発
達
障
害
支
援
関
係
予
算
に
つ
い
て
　

②
令
和
3
年
度
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

報
酬
改
定
（
発
達
障
害
関
係
）
に
つ
い

て
〇  「
強
度
行
動
障
害
児
者
支
援
に
つ
い
て

―
発
達
障
害
と
虐
待
―
」（
J
D
D
ネ
ッ

ト
）

〇  「
発
達
障
害
者
の
住
ま
い
の
問
題
」（
日

本
自
閉
症
協
会
）

に
つ
い
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
及
び
議
論
を
行

い
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
の

傷
ま
し
い
事
件
で
顕
著
と
な
っ
た
強
度
行

動
障
害
児
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
さ
ら

な
る
議
論
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
議

員
・
関
係
団
体
間
で
共
有
し
、
再
度
、
5

月
31
日
（
月
）、「
強
度
行
動
障
害
児
者
支

援
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
議
員
連
盟
の
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
は
、

〇  

津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
等
の
施
設
に
関
す

る
「
障
害
者
支
援
施
設
に
お
け
る
利
用

者
目
線
の
支
援
推
進
検
討
部
会
」
の
調

査
報
告
書
に
つ
い
て

〇  

身
体
拘
束
を
含
む
虐
待
防
止
の
最
近
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
（
厚
生
労
働
省
）

〇  

強
度
行
動
障
害
者
へ
の
今
後
の
支
援
に

つ
い
て
（
厚
生
労
働
省
）

に
つ
い
て
、
報
告
を
受
け
、
活
発
な
意
見

交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

強
度
行
動
障
害
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

の
議
論
等
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

　
1
．
神
奈
川
県
の
「
障
害
者
支
援
施
設

に
お
け
る
利
用
者
目
線
の
支
援
推
進
検
討

部
会
」
が
ま
と
め
た
報
告
書
（
令
和
3
年

3
月
）
に
つ
い
て
、
大
塚 

晃 

日
本
発
達

障
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副
理
事
長
か
ら
、
そ

の
ポ
イ
ン
ト
と
対
応
策
に
つ
い
て
、
説
明

を
頂
き
ま
し
た
。

　
ポ
イ
ン
ト
は
、

（
1
）
身
体
拘
束
を
行
う
場
合
は
必
要
と
さ

れ
る
最
も
短
い
拘
束
時
間
を
想
定
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
各
施
設
に
お
い
て
居
室
施

錠
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
い
た
事

例
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。
一
部
の
利
用
者

を
中
心
に
、「
虐
待
」
の
疑
い
が
極
め
て
強

い
行
為
が
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　発
達
障
害
の
支
援
を
考
え
る

高
木
美
智
代 

前
衆
議
院
議
員
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（
2
）
身
体
拘
束
を
行
う
場
合
は
、「
切
迫

性
」「
非
代
替
性
」「
一
時
性
」
の
3
要
件

の
す
べ
て
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
が
、
園

で
は
3
要
件
の
う
ち
1
つ
で
も
該
当
す
れ

ば
よ
い
と
認
識
し
て
い
た
園
も
同
じ
よ
う

に
認
識
し
て
い
た
。

（
3
）
行
動
障
害
の
あ
る
人
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
適
切

に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
は
急
務
で
あ

る
。

　
そ
の
上
で
、「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」
を

改
正
し
、
身
体
拘
束
は
虐
待
で
あ
る
こ
と

を
明
確
に
規
定
す
る
こ
と
、
全
国
の
施
設

等
の
実
態
調
査
の
実
施
、
強
度
行
動
障
害

へ
の
対
応
が
適
切
に
で
き
る
専
門
性
を
持

つ
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
全
国
に
行
動

支
援
セ
ン
タ
ー
（
案
）
を
配
置
す
る
こ
と
、

な
ど
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
2
．
市
川
宏
伸 

日
本
発
達
障
害
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
理
事
長
・
日
本
自
閉
症
協
会
会

長
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
頂
き
ま
し
た
。

強
度
行
動
障
害
児
者
は
推
計
8
，0
0
0

人
か
ら
10
，0
0
0
人
と
さ
れ
、
知
的
障
害

に
加
え
て
、
発
達
障
害
を
抱
え
て
い
る
人

が
多
い
。
発
達
障
害
に
加
え
知
的
障
害
が

重
い
場
合
、
虐
待
の
対
象
に
な
り
や
す
く
、

知
的
障
害
を
伴
わ
な
い
場
合
、
か
ら
か
い
、

い
じ
め
、
虐
待
の
対
象
に
な
り
や
す
い
。

強
度
行
動
障
害
の
行
動
は
、
必
ず
し
も

生
ま
れ
つ
き
で
は
な
く
、
置
か
れ
る
環
境

や
周
囲
の
対
応
で
変
わ
っ
て
く
る
も
の
で

あ
り
、
本
人
に
と
っ
て
は
意
味
の
あ
る
も

の
か
も
し
れ
な
い
。
周
囲
は
、
そ
の
意
味

を
推
測
す
る
し
か
な
い
が
、
推
測
に
基
づ

い
て
対
応
し
解
決
す
れ
ば
正
し
く
、
無
理

や
り
行
動
を
止
め
さ
せ
る
の
は
得
策
で
は

な
い
こ
と
が
多
い
。

私
見
と
し
て
、
強
度
行
動
障
害
は
知

的
障
害
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
た

め
、
長
期
在
院
者
を
作
り
、
施
設
化
を
起

こ
し
た
の
で
は
な
い
か
。
専
門
的
医
療
が

必
要
で
あ
り
、
福
祉
と
良
質
な
医
療
と
の

連
携
、
発
達
障
害
が
強
度
行
動
障
害
の
本

質
で
あ
る
こ
と
へ
の
理
解
な
ど
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
な
ど
の
点
が
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。

3
．
今
井
忠 

日
本
自
閉
症
協
会
副
会
長

か
ら
、「
発
達
障
害
児
者
の
住
ま
い
の
問

題
」
に
つ
い
て
、
古
い
入
所
施
設
運
営
の

課
題
の
改
善
点
と
し
て
、

　
①  

集
団
行
動
（
相
部
屋
、
大
風
呂
、
ト

イ
レ
、
食
堂
な
ど
の
共
同
利
用
か
ら

の
制
約
改
善
）、

　
②  

自
己
完
結
（
地
域
資
源
利
用
型
・
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
部
へ
の
転
換
）、

　
③  

組
織
文
化
（
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
重
要
性
、
創
業
者
の
意
思
と
情
熱

を
つ
な
ぎ
、
時
代
に
合
わ
せ
進
化
さ

せ
る
こ
と
な
ど
）

な
ど
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
入
所
施
設
の
役
割
と
し
て
、
24

時
間
支
援
、
常
時
見
守
り
・
介
入
、
リ
カ

バ
リ
ー
、
地
域
の
拠
点
・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、

人
材
育
成
・
輩
出
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

入
所
施
設
を
タ
ブ
ー
視
す
べ
き
で
は
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

現
在
、
障
害
者
総
合
福
祉
推
進
事
業
や

厚
生
労
働
科
学
研
究
に
お
い
て
、
強
度
行

動
障
害
児
者
の
支
援
に
係
る
政
策
課
題
と

し
て
、
実
態
把
握
や
人
材
育
成
、
基
盤
整

備
等
を
進
め
る
た
め
に
、
4
つ
の
調
査
研

究
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
厚
労
省
は
、

そ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
ふ
ま
え
、
今
後
の

制
度
設
計
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

意
思
決
定
支
援
を
は
じ
め
、
皆
様
の
現

場
対
応
に
資
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
議

連
と
し
て
も
注
視
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ま
で
の
間
も
随
時
、
必
要
な
対
応
策
を
講

じ
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
、
自
閉
症
の
方

た
ち
の
療
育
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、

年
末
に
向
け
て
、
来
年
度
予
算
等
に
反
映

で
き
る
よ
う
取
り
組
み
、
共
生
社
会
実
現

へ
着
実
に
歩
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

末
尾
な
が
ら
、
全
日
本
自
閉
症
支
援
者

協
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
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（
2
）
身
体
拘
束
を
行
う
場
合
は
、「
切
迫

性
」「
非
代
替
性
」「
一
時
性
」
の
3
要
件

の
す
べ
て
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
が
、
園

で
は
3
要
件
の
う
ち
1
つ
で
も
該
当
す
れ

ば
よ
い
と
認
識
し
て
い
た
園
も
同
じ
よ
う

に
認
識
し
て
い
た
。

（
3
）
行
動
障
害
の
あ
る
人
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
適
切

に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
は
急
務
で
あ

る
。

　
そ
の
上
で
、「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」
を

改
正
し
、
身
体
拘
束
は
虐
待
で
あ
る
こ
と

を
明
確
に
規
定
す
る
こ
と
、
全
国
の
施
設

等
の
実
態
調
査
の
実
施
、
強
度
行
動
障
害

へ
の
対
応
が
適
切
に
で
き
る
専
門
性
を
持

つ
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
全
国
に
行
動

支
援
セ
ン
タ
ー
（
案
）
を
配
置
す
る
こ
と
、

な
ど
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
2
．
市
川
宏
伸 

日
本
発
達
障
害
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
理
事
長
・
日
本
自
閉
症
協
会
会

長
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
頂
き
ま
し
た
。

強
度
行
動
障
害
児
者
は
推
計
8
，0
0
0

人
か
ら
10
，0
0
0
人
と
さ
れ
、
知
的
障
害

に
加
え
て
、
発
達
障
害
を
抱
え
て
い
る
人

が
多
い
。
発
達
障
害
に
加
え
知
的
障
害
が

重
い
場
合
、
虐
待
の
対
象
に
な
り
や
す
く
、

知
的
障
害
を
伴
わ
な
い
場
合
、
か
ら
か
い
、

い
じ
め
、
虐
待
の
対
象
に
な
り
や
す
い
。

強
度
行
動
障
害
の
行
動
は
、
必
ず
し
も

生
ま
れ
つ
き
で
は
な
く
、
置
か
れ
る
環
境

や
周
囲
の
対
応
で
変
わ
っ
て
く
る
も
の
で

あ
り
、
本
人
に
と
っ
て
は
意
味
の
あ
る
も

の
か
も
し
れ
な
い
。
周
囲
は
、
そ
の
意
味

を
推
測
す
る
し
か
な
い
が
、
推
測
に
基
づ

い
て
対
応
し
解
決
す
れ
ば
正
し
く
、
無
理

や
り
行
動
を
止
め
さ
せ
る
の
は
得
策
で
は

な
い
こ
と
が
多
い
。

私
見
と
し
て
、
強
度
行
動
障
害
は
知

的
障
害
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
た

め
、
長
期
在
院
者
を
作
り
、
施
設
化
を
起

こ
し
た
の
で
は
な
い
か
。
専
門
的
医
療
が

必
要
で
あ
り
、
福
祉
と
良
質
な
医
療
と
の

連
携
、
発
達
障
害
が
強
度
行
動
障
害
の
本

質
で
あ
る
こ
と
へ
の
理
解
な
ど
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
な
ど
の
点
が
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。

3
．
今
井
忠 
日
本
自
閉
症
協
会
副
会
長

か
ら
、「
発
達
障
害
児
者
の
住
ま
い
の
問

題
」
に
つ
い
て
、
古
い
入
所
施
設
運
営
の

課
題
の
改
善
点
と
し
て
、

　
①  

集
団
行
動
（
相
部
屋
、
大
風
呂
、
ト

イ
レ
、
食
堂
な
ど
の
共
同
利
用
か
ら

の
制
約
改
善
）、

　
②  

自
己
完
結
（
地
域
資
源
利
用
型
・
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
部
へ
の
転
換
）、

　
③  

組
織
文
化
（
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
重
要
性
、
創
業
者
の
意
思
と
情
熱

を
つ
な
ぎ
、
時
代
に
合
わ
せ
進
化
さ

せ
る
こ
と
な
ど
）

な
ど
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
入
所
施
設
の
役
割
と
し
て
、
24

時
間
支
援
、
常
時
見
守
り
・
介
入
、
リ
カ

バ
リ
ー
、
地
域
の
拠
点
・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、

人
材
育
成
・
輩
出
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

入
所
施
設
を
タ
ブ
ー
視
す
べ
き
で
は
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

現
在
、
障
害
者
総
合
福
祉
推
進
事
業
や

厚
生
労
働
科
学
研
究
に
お
い
て
、
強
度
行

動
障
害
児
者
の
支
援
に
係
る
政
策
課
題
と

し
て
、
実
態
把
握
や
人
材
育
成
、
基
盤
整

備
等
を
進
め
る
た
め
に
、
4
つ
の
調
査
研

究
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
厚
労
省
は
、

そ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
ふ
ま
え
、
今
後
の

制
度
設
計
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

意
思
決
定
支
援
を
は
じ
め
、
皆
様
の
現

場
対
応
に
資
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
議

連
と
し
て
も
注
視
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ま
で
の
間
も
随
時
、
必
要
な
対
応
策
を
講

じ
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
、
自
閉
症
の
方

た
ち
の
療
育
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、

年
末
に
向
け
て
、
来
年
度
予
算
等
に
反
映

で
き
る
よ
う
取
り
組
み
、
共
生
社
会
実
現

へ
着
実
に
歩
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

末
尾
な
が
ら
、
全
日
本
自
閉
症
支
援
者

協
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
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令
和
3
年
7
月
7
日
（
水
）、
W
E
B

（Zoom

）
に
て
、
全
日
本
自
閉
症
支
援
者

協
会
の
年
次
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

○
会
長
挨
拶

松
上
利
男
会
長
の
挨
拶
の
後
、
総
会
審

議
に
入
り
ま
し
た
。

○
議
事
の
進
行
　
　
　

定
款
第
16
条
の
規
定
に
よ
り
松
上
利
男

会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
た
後
、
事
務
局

か
ら
委
任
状
26
施
設
出
席
46
施
設
で
過
半

数
を
満
た
し
て
い
る
の
で
総
会
が
成
立
し

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
7
件

の
議
案
が
検
討
さ
れ
、
い
ず
れ
も
満
場
一

致
で
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

（
1
）
令
和
2
年
度
事
業
報
告
が
事
務
局
よ

り
な
さ
れ
ま
し
た
。

実
施
し
た
事
業
は
、
①
第
34
回
研
究
大

会
滋
賀
大
会
の
延
期
を
決
定
②
第
34
回
研

究
大
会
滋
賀
W
E
B
大
会
の
企
画
③
会
報

（
全
自
者
協
ニ
ュ
ー
ス
）
の
年
2
回
発
行
と

関
連
団
体
等
へ
の
送
付
④
会
員
（
施
設
・

個
人
）
名
簿
の
作
成
⑤
令
和
2
年
度
発
達

障
害
支
援
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修

（
以
下
、
Ｓ
Ｖ
養
成
研
修
と
表
記
）
の
実

施
⑥
厚
生
労
働
省
障
害
者
総
合
福
祉
推
進

事
業
の
実
施
⑦
厚
生
労
働
省
等
の
行
政
機

関
、
日
本
自
閉
症
協
会
や
日
本
知
的
障
害

者
福
祉
協
会
を
は
じ
め
と
し
た
関
連
団
体

と
の
情
報
交
換
、
連
携
、
要
望
活
動
な
ど

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
2
年
度
の
活
動
日
程
に
つ

い
て
報
告
を
い
た
し
ま
し
た
。

（
2
）
令
和
2
年
度
決
算
報
告
が
事
務
局
よ

り
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
け
や
き
の

郷
の
水
野
努
監
事
よ
り
、
適
切
に
会
計
処

理
が
な
さ
れ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｓ
Ｖ
養
成
研
修
の
決
算
に
つ
い
て

は
Ｓ
Ｖ
養
成
研
修
特
定
事
務
局
（
嬉
泉
）

の
北
川
氏
よ
り
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
3
）
令
和
3
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
い
て
事

務
局
よ
り
下
記
の
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

① 

行
政
機
関
お
よ
び
関
連
団
体
と
の
情
報

交
換
、
連
携
・
協
議

 

厚
生
労
働
省
、
日
本
自
閉
症
協
会
、
日

本
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
、
発
達
障
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
全
国
連
絡
協
議
会
、

J
D
D
ネ
ッ
ト
等
と
引
き
続
き
連
携
を

行
い
ま
す
。

②
要
望
活
動

 

制
度
や
報
酬
に
関
す
る
要
望
活
動
、
施
設

部
会
の
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

③
第
34
回
研
究
大
会
の
開
催

 

第
34
回
研
究
大
会
滋
賀
W
E
B
大
会
に

つ
い
て
主
管
施
設
で
あ
る
し
が
夢
翔
会

ス
テ
ッ
プ
広
場
ガ
ル
の
木
村
施
設
長
及

び
小
﨑
氏
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

 

令
和
3
年
12
月
8
日（
水
）～
9
日（
木
）

の
両
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
「
自
閉
症

の
人
の
生
涯
を
支
え
る
“
地
域
”
を
創

る
。」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

 

開
催
日
事
前
事
後
の
動
画
視
聴
も
予
定

し
て
い
ま
す
。
12
月
4
日
か
ら
始
ま
る

事
前
視
聴
開
始
と
と
も
に
質
問
を
受
け

付
け
、
大
会
当
日
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
質
疑
応
答
で
お
答
え

し
て
い
く
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
詳
細
は
全
国
大
会
要
項
参
照
）

④
第
35
回
全
国
大
会
の
企
画

 

中
国
四
国
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
が
担
当
す
る

予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
主

管
施
設
の
選
定
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

⑤ 

会
報
の
発
行
、
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
広

報
委
員
会
の
開
催
、
情
報
提
供

 
会
報
（
全
児
者
協
ニ
ュ
ー
ス
）
を
総
会

後
と
研
究
大
会
後
の
年
2
回
発
行
し
ま

す
。
そ
れ
に
伴
う
広
報
委
員
会
の
開
催
、

情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

⑥ 

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
2
0
2
2
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
共
催

 

今
年
度
も
共
催
と
し
て
参
加
す
る
予
定

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

⑦
調
査
・
研
究
活
動

 

厚
生
労
働
省
障
害
者
総
合
福
祉
推
進
事

業
と
し
て
「
強
度
行
動
障
害
者
支
援
に

関
す
る
中
核
的
な
人
材
の
養
成
に
関
す

る
研
究
」
を
行
い
ま
す
。

 

本
件
に
関
し
て
、
横
浜
や
ま
び
こ
の
里

の
小
林
副
会
長
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
支
援
の
質
の
向
上
に
は
ア
セ
ス
メ

ン
ト
と
支
援
技
術
の
習
得
が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
支
援

の
質
の
向
上
に
は
O
J
T
及
び
サ
ポ
ー

ト
す
る
中
核
的
な
人
材
の
育
成
が
不
可

欠
で
あ
り
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
手

法
が
有
効
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。
今
年
度
は
そ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー

シ
ョ
ン
を
担
う
人
材
育
成
の
モ
デ
ル
研

修
を
実
施
す
る
等
し
て
調
査
、
研
究
し

て
い
く
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

⑧ 

令
和
3
年
度
発
達
障
害
支
援
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修
の
実
施
に
つ
い
て

 

Ｓ
Ｖ
養
成
研
修
特
定
事
務
局
（
嬉
泉
）
の

北
川
氏
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
は
す
で
に
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
要

項
を
掲
載
し
、
募
集
を
開
始
し
て
お
り
、

3
コ
ー
ス
全
て
実
施
予
定
で
進
め
て
お
り

ま
す
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
・
ア
ド
バ
ン

ス
コ
ー
ス
の
講
義
部
分
お
よ
び
ア
ド
バ
ン

ス
コ
ー
ス
の
演
習
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施

い
た
し
ま
す
。
協
会
加
盟
施
設
で
の
実

　
令
和
3
年
度
　
全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会
　
総
会
　
議
事
録
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地
研
修
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況
を
鑑

み
て
判
断
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

 

ま
た
、
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
の
実
践
発
表

会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
来
年
の
1
月
29

日
に
実
施
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

 

作
成
し
た
チ
ラ
シ
を
各
施
設
に
送
り
ま
す

の
で
、
ご
周
知
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑨ 

J
D
D
ネ
ッ
ト
年
次
総
会
時
の
研
修
会

を
開
催

 

常
任
理
事
会
で
検
討
し
、
改
め
て
会
員

の
皆
様
へ
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

⑩ 

権
利
擁
護
委
員
会
、
発
達
障
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
部
会
、
児
童
療
育
部
会
の
活

動
、
政
策
委
員
会
の
発
足

 

松
上
利
男
会
長
お
よ
び
各
部
長
、
委
員

長
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

・
権
利
擁
護
委
員
会
（
中
野
委
員
長
）

 

予
算
案
が
承
認
さ
れ
る
と
委
員
会
に
予

算
が
つ
き
ま
す
の
で
、
会
員
向
け
に

虐
待
防
止
研
修
の
企
画
運
営
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
虐
待
事
案
が
発
生
し
た
時

に
協
会
と
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・ 

発
達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
部
会
（
和
田

部
会
長
）

 

ま
ず
は
、
協
会
会
員
の
発
達
障
害
支
援

セ
ン
タ
ー
で
集
ま
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
研
修
会
な
ど
も
検
討
し
て
い

ま
す
。

・
児
童
療
育
部
会
（
五
十
嵐
部
会
長
）

 

コ
ロ
ナ
禍
で
情
報
交
換
会
も
開
催
で
き

て
お
り
ま
せ
ん
。Zoom

を
使
っ
た
研

修
な
ど
も
企
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

・
政
策
委
員
会
の
発
足
（
松
上
会
長
）

 

国
会
に
お
け
る
各
議
連
や
調
査
会
な
ど

に
出
席
し
て
要
望
を
お
伝
え
す
る
等
し

て
国
と
の
関
係
づ
く
り
を
続
け
て
き
た

結
果
、
近
年
で
は
様
々
な
会
合
に
呼
ば

れ
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

 

当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
生
活
の
質

の
向
上
の
た
め
に
入
所
施
設
の
小
規
模
分

散
化
・
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
に
向
け
た
職
員
配

置
等
加
算
の
お
願
い
も
し
て
お
り
ま
す
。

 

医
療
と
の
連
携
も
課
題
の
1
つ
で
す
。
入

院
時
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
や
付

き
添
い
な
ど
の
要
望
も
し
て
お
り
ま
す
。

 

日
常
的
に
政
策
委
員
会
に
全
自
者
協
の

要
望
を
ま
と
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
国
か
ら
の
要
請
な
ど
に
も
す
ぐ
に

対
応
で
き
る
様
に
し
て
い
き
た
い
と
の

想
い
か
ら
全
自
者
協
に
政
策
委
員
会
を

設
置
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

ま
た
、
各
団
体
と
連
携
す
る
場
面
も
多
々

あ
り
ま
す
。
J
D
D
ネ
ッ
ト
、
日
本
自

閉
症
協
会
、
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連

合
会
等
と
と
も
に
意
見
交
換
を
し
た
り

要
望
書
を
提
出
し
た
り
し
て
お
り
ま
す
。

⑪
協
会
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
推
進

 

今
年
度
よ
り
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
費
を
予
算

に
組
み
込
む
こ
と
で
活
動
を
推
進
い
た

し
ま
す
。

⑫ 

D
V
D
「
自
閉
症
と
と
も
に
」
の
協
会

ブ
ロ
ッ
ク
と
部
会
で
の
活
用

 

日
本
自
閉
症
協
会
よ
り
D
V
D
を
購
入

す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

⑬
そ
の
他

 

国
の
施
策
や
自
閉
症
協
会
と
の
関
係
を

含
め
た
自
閉
症
者
施
設
の
あ
り
方
や
全

日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会
の
役
割
に
つ

い
て
の
検
討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

 

な
お
、
今
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ

り
変
更
が
あ
り
得
る
こ
と
を
ご
了
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
4
）
令
和
3
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
提
案

が
な
さ
れ
、
Ｓ
Ｖ
養
成
研
修
予
算
に
つ
い

て
は
、
Ｓ
Ｖ
養
成
研
修
特
定
事
務
局
（
嬉

泉
）
の
北
川
氏
よ
り
ご
説
明
い
た
だ
き
ま

し
た
。
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
　

（
5
）
第
34
回
研
究
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

上
記
（
3
）￨
③
参
照

（
6
）
第
35
回
研
究
大
会
の
主
管
施
設
の
選

定
に
つ
い
て

上
記
（
3
）￨
④
参
照

（
7
）
役
員
案
（
今
年
度
は
役
員
改
選
期
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）

永
井 

岳
治
氏
の
後
任
監
事
に
川
崎
市
社

会
福
祉
事
業
団
の
小
野
寺 

久
氏
が
就
任
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
全
自
者
協
事
務
局
）
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全
自
者
協
で
は
、
2
0
1
9
年
度
か
ら
３

年
連
続
し
て
、
厚
生
労
働
省
の
障
害
者
総
合

福
祉
推
進
事
業
を
受
け
て
調
査
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
一
貫
し
て
「
強
度
行
動
障
害
者

支
援
に
お
け
る
人
材
養
成
」
が
テ
ー
マ
で
す
。

こ
の
補
助
金
事
業
は
、厚
生
労
働
省
か
ら「
求

め
ら
れ
る
成
果
」
が
指
定
さ
れ
、
そ
の
範
囲

内
で
、
全
自
者
協
な
ら
で
は
の
強
み
を
加
味

し
た
調
査
研
究
を
行
う
も
の
で
す
。

厚
生
労
働
省
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
す
。
全
国
展
開

し
て
い
る
強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研

修
に
則
っ
た
支
援
を
提
供
し
、
各
地
域
で

強
度
行
動
障
害
者
を
し
っ
か
り
受
け
入
れ
、

質
の
高
い
支
援
を
提
供
す
る
事
業
所
を
増

や
す
た
め
に
、「
人
材
養
成
と
し
て
ど
の
よ

う
な
方
法
が
あ
る
か
」
を
明
ら
か
に
し
て

欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
私

た
ち
の
国
の
障
害
福
祉
分
野
に
お
け
る
大

き
な
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
強
度
行
動
障

害
者
支
援
が
、
人
材
養
成
の
視
点
だ
け
で

解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
が
、
欠

か
せ
な
い
視
点
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

2
0
1
3
年
度
に
都
道
府
県
地
域
生
活

支
援
事
業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
『
強
度 

3
年
目
の
障
害
者
総
合
福
祉

推
進
事
業

社
会
福
祉
法
人
横
浜
や
ま
び
こ
の
里

志
賀
　
利
一
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地
研
修
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況
を
鑑

み
て
判
断
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

 
ま
た
、
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
の
実
践
発
表

会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
来
年
の
1
月
29

日
に
実
施
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

 

作
成
し
た
チ
ラ
シ
を
各
施
設
に
送
り
ま
す

の
で
、
ご
周
知
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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D
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ッ
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総
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時
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会

を
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常
任
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事
会
で
検
討
し
、
改
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会
員

の
皆
様
へ
お
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せ
い
た
し
ま
す
。
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権
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護
委
員
会
、
発
達
障
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
部
会
、
児
童
療
育
部
会
の
活

動
、
政
策
委
員
会
の
発
足

 

松
上
利
男
会
長
お
よ
び
各
部
長
、
委
員

長
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

・
権
利
擁
護
委
員
会
（
中
野
委
員
長
）

 

予
算
案
が
承
認
さ
れ
る
と
委
員
会
に
予

算
が
つ
き
ま
す
の
で
、
会
員
向
け
に

虐
待
防
止
研
修
の
企
画
運
営
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
虐
待
事
案
が
発
生
し
た
時

に
協
会
と
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・ 

発
達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
部
会
（
和
田

部
会
長
）

 

ま
ず
は
、
協
会
会
員
の
発
達
障
害
支
援

セ
ン
タ
ー
で
集
ま
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
研
修
会
な
ど
も
検
討
し
て
い

ま
す
。

・
児
童
療
育
部
会
（
五
十
嵐
部
会
長
）

 

コ
ロ
ナ
禍
で
情
報
交
換
会
も
開
催
で
き

て
お
り
ま
せ
ん
。Zoom

を
使
っ
た
研

修
な
ど
も
企
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

・
政
策
委
員
会
の
発
足
（
松
上
会
長
）

 

国
会
に
お
け
る
各
議
連
や
調
査
会
な
ど

に
出
席
し
て
要
望
を
お
伝
え
す
る
等
し

て
国
と
の
関
係
づ
く
り
を
続
け
て
き
た

結
果
、
近
年
で
は
様
々
な
会
合
に
呼
ば

れ
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

 

当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
生
活
の
質

の
向
上
の
た
め
に
入
所
施
設
の
小
規
模
分

散
化
・
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
に
向
け
た
職
員
配

置
等
加
算
の
お
願
い
も
し
て
お
り
ま
す
。

 
医
療
と
の
連
携
も
課
題
の
1
つ
で
す
。
入

院
時
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
や
付

き
添
い
な
ど
の
要
望
も
し
て
お
り
ま
す
。

 

日
常
的
に
政
策
委
員
会
に
全
自
者
協
の

要
望
を
ま
と
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
国
か
ら
の
要
請
な
ど
に
も
す
ぐ
に

対
応
で
き
る
様
に
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て
い
き
た
い
と
の

想
い
か
ら
全
自
者
協
に
政
策
委
員
会
を

設
置
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
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ま
た
、
各
団
体
と
連
携
す
る
場
面
も
多
々

あ
り
ま
す
。
J
D
D
ネ
ッ
ト
、
日
本
自

閉
症
協
会
、
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連

合
会
等
と
と
も
に
意
見
交
換
を
し
た
り

要
望
書
を
提
出
し
た
り
し
て
お
り
ま
す
。

⑪
協
会
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
推
進

 

今
年
度
よ
り
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
費
を
予
算

に
組
み
込
む
こ
と
で
活
動
を
推
進
い
た

し
ま
す
。

⑫ 

D
V
D
「
自
閉
症
と
と
も
に
」
の
協
会

ブ
ロ
ッ
ク
と
部
会
で
の
活
用

 

日
本
自
閉
症
協
会
よ
り
D
V
D
を
購
入

す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

⑬
そ
の
他

 

国
の
施
策
や
自
閉
症
協
会
と
の
関
係
を

含
め
た
自
閉
症
者
施
設
の
あ
り
方
や
全

日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会
の
役
割
に
つ

い
て
の
検
討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

 

な
お
、
今
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ

り
変
更
が
あ
り
得
る
こ
と
を
ご
了
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
4
）
令
和
3
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
提
案

が
な
さ
れ
、
Ｓ
Ｖ
養
成
研
修
予
算
に
つ
い

て
は
、
Ｓ
Ｖ
養
成
研
修
特
定
事
務
局
（
嬉

泉
）
の
北
川
氏
よ
り
ご
説
明
い
た
だ
き
ま

し
た
。
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
　

（
5
）
第
34
回
研
究
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

上
記
（
3
）￨
③
参
照

（
6
）
第
35
回
研
究
大
会
の
主
管
施
設
の
選

定
に
つ
い
て

上
記
（
3
）￨
④
参
照

（
7
）
役
員
案
（
今
年
度
は
役
員
改
選
期
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）

永
井 
岳
治
氏
の
後
任
監
事
に
川
崎
市
社

会
福
祉
事
業
団
の
小
野
寺 

久
氏
が
就
任
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
全
自
者
協
事
務
局
）
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自
者
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で
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、
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、
厚
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労
働
省
の
障
害
者
総
合

福
祉
推
進
事
業
を
受
け
て
調
査
研
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を
行
っ

て
い
ま
す
。
一
貫
し
て
「
強
度
行
動
障
害
者

支
援
に
お
け
る
人
材
養
成
」
が
テ
ー
マ
で
す
。

こ
の
補
助
金
事
業
は
、厚
生
労
働
省
か
ら「
求

め
ら
れ
る
成
果
」
が
指
定
さ
れ
、
そ
の
範
囲

内
で
、
全
自
者
協
な
ら
で
は
の
強
み
を
加
味

し
た
調
査
研
究
を
行
う
も
の
で
す
。

厚
生
労
働
省
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
す
。
全
国
展
開

し
て
い
る
強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研

修
に
則
っ
た
支
援
を
提
供
し
、
各
地
域
で

強
度
行
動
障
害
者
を
し
っ
か
り
受
け
入
れ
、

質
の
高
い
支
援
を
提
供
す
る
事
業
所
を
増

や
す
た
め
に
、「
人
材
養
成
と
し
て
ど
の
よ

う
な
方
法
が
あ
る
か
」
を
明
ら
か
に
し
て

欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
私

た
ち
の
国
の
障
害
福
祉
分
野
に
お
け
る
大

き
な
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
強
度
行
動
障

害
者
支
援
が
、
人
材
養
成
の
視
点
だ
け
で

解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
が
、
欠

か
せ
な
い
視
点
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

2
0
1
3
年
度
に
都
道
府
県
地
域
生
活

支
援
事
業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
『
強
度 

3
年
目
の
障
害
者
総
合
福
祉

推
進
事
業

社
会
福
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法
人
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や
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行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
』
は
、
全
国

で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
約
１
万
人
ペ
ー

ス
で
研
修
修
了
者
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
こ

の
研
修
は
、
①
一
人
ひ
と
り
の
障
害
特
性
の

理
解
を
前
提
と
し
た
構
造
化
さ
れ
た
支
援

の
計
画
、
②
支
援
チ
ー
ム
で
計
画
的
か
つ
一

貫
し
た
支
援
の
提
供
、
③
日
々
の
記
録
を
振

り
返
る
こ
と
で
支
援
内
容
を
随
時
見
直
す

こ
と
を
「
強
度
行
動
障
害
者
支
援
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
」
と
位
置
づ
け
、基
礎
研
修
12
時
間
、

実
践
研
修
12
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
研
修
修
了
者
の
多

く
は
、学
ん
だ
内
容
を
、支
援
の
現
場
に
戻
っ

て
も
実
施
で
き
ま
せ
ん
。
研
修
修
了
者
が
、

研
修
内
容
に
即
し
た
支
援
を
実
施
し
続
け

れ
ば
（
そ
の
証
拠
と
な
る
記
録
が
残
っ
て
い

れ
ば
）、
事
業
所
に
対
し
て
重
度
障
害
者
加

算
等
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
く
仕
組
み
も

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
成
果
は

は
か
ば
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果
的
に
、

強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
が
生
ま

れ
て
か
ら
7
年
が
経
過
し
た
今
も
、
多
く

の
地
域
で
、
受
け
入
れ
先
事
業
所
が
見
つ

か
ら
ず
、
同
居
家
族
に
通
常
で
は
考
え
ら

れ
な
い
よ
う
な
負
担
を
強
い
て
い
る
事
例
が

多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
短
期
入
所
を
転
々

と
す
る
、
精
神
科
病
院
へ
の
社
会
的
入
院

す
る
事
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
研
修

と
加
算
と
い
っ
た
現
行
の
仕
組
み
で
は
、
強

度
行
動
障
害
者
支
援
と
い
っ
た
社
会
的
課

題
の
解
決
に
は
至
り
ま
せ
ん
。

過
去
２
年
間
の
研
究
事
業
で
明
ら
か
に

な
っ
た
の
は
、
以
下
の
3
点
で
す
。

①�

支
援
の
現
場
に
お
け
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
が
不
可

欠
で
あ
る

全
国
8
9
1
の
生
活
介
護
事
業
所
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
回
答
結
果
か
ら
、

1
事
業
所
あ
た
り
平
均
6
人
強
の
強
度
行

動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
（
基
礎
研
修
）

修
了
者
が
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

概
ね
半
数
弱
の
事
業
所
で
は
、
重
度
障
害

者
加
算
等
の
請
求
を
行
っ
て
い
ま
す
（
障

害
者
支
援
施
設
で
は
施
設
入
所
で
請
求
）。

し
か
し
、
研
修
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
支

援
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を
行
っ
て
い
る
と

自
己
評
価
す
る
事
業
所
は
14
％
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。
複
数
の
支
援
員
が
研
修
を
修
了
し

た
か
ら
と
言
っ
て
、
実
際
の
支
援
現
場
で

学
習
し
た
支
援
が
提
供
で
き
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ら
び
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
（
23
事
業
所
）

か
ら
は
、「
支
援
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
が
実

際
の
支
援
現
場
で
根
付
く
に
は
、
事
業
所

に
お
い
て
継
続
的
に
実
際
の
利
用
者
支
援

を
題
材
に
学
ぶ
機
会
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
が
不
可

欠
で
あ
る
と
の
回
答
を
得
て
い
ま
す
。

②�

事
業
所
で
新
た
に
「
支
援
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
」
の
定
着
を
図
る
に
は
コ
ン
サ

ル
テ
ー
シ
ョ
ン
が
最
も
有
効

事
業
所
で
「
支
援
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の

定
着
を
図
ろ
う
に
も
、
強
度
行
動
障
害
支

援
者
養
成
研
修
の
修
了
者
を
中
心
に
、
事

業
所
で
新
た
に
は
じ
め
る
こ
と
は
難
し
い
の

が
現
状
で
す
。
Ｏ
Ｊ
Ｔ
は
、
経
験
豊
富
な
管

理
者
・
支
援
員
等
が
い
て
初
め
て
成
立
し
ま

す
。
事
業
所
あ
る
い
は
事
業
所
を
運
営
す

る
組
織
に
お
い
て「
支
援
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」

の
実
践
経
験
者
が
い
な
い
場
合
は
、
効
果
的

な
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
行
う
た
め
に
、
外
部
の
専
門
的

ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
材
（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

を
活
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ら
び
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
コ
ン

サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
的
に
活
用
し
て
い

る
事
業
所
な
ら
び
に
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

を
担
っ
て
い
る
個
人
な
ら
び
に
組
織
が
一
定

数
存
在
す
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

③�

強
度
行
動
障
害
者
支
援
の
コ
ン
サ
ル

テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
コ
ア
チ
ー
ム
を
中
心

と
し
た
標
準
プ
ロ
セ
ス
が
存
在
す
る

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
て
い
る

事
業
所
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
（
8
事
業
所
）

な
ら
び
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
経
験
者
（
7

人
）
の
意
見
交
換
か
ら
、
強
度
行
動
障
害

者
支
援
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
共
通

の
ル
ー
ル
と
プ
ロ
セ
ス
が
存
在
す
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
少
な
く
と
も
1
年
以

上
の
期
間
、
あ
る
程
度
の
訪
問
回
数
（
例
：

月
1
回
ペ
ー
ス
）、
事
業
所
に
お
い
て
は
少

人
数
（
4
人
～
6
人
程
度
）
の
コ
ア
チ
ー

ム
を
設
定
し
、
特
定
の
利
用
者
の
ア
セ
ス
メ

ン
ト
か
ら
支
援
計
画
立
案
、
実
施
と
記
録
、

振
り
返
り
を
繰
り
返
す
こ
と
が
基
本
で
あ

り
、
他
に
も
共
通
点
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
内
容
は
、『
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ

ン
活
用
の
ガ
イ
ド
』
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
2
0
2
1
年
度
の
研
究
事
業

が
6
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
研
究
に
は
、『
中
核
的
人
材
』
と
い
う
新

し
い
キ
ー
ワ
ー
ド
が
登
場
し
ま
し
た
。現
在
、

『
中
核
的
人
材
』
を
明
確
に
定
義
せ
ず
、
２

つ
の
事
業
を
並
行
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
都
道
府
県
や
政
令
指
定
都
市

単
位
で
先
駆
的
に
強
度
行
動
障
害
者
支
援

事
業
を
展
開
し
て
い
る
地
域
の
実
態
調
査
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
取
組
に
直
接
関
与

し
て
い
る
人
材
か
ら
、
今
に
至
る
経
過
、
具

体
的
な
事
業
展
開
の
目
的
・
方
法
・
成
果
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
課
題
を
詳
細
に
聞
き
取

り
、
全
国
の
強
度
行
動
障
害
者
支
援
の
底
上

げ
に
つ
な
が
る
仕
組
み
と
そ
の
可
能
性
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
中
核
的
な
役
割
を

担
う
人
材
像
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。
も
う
ひ

と
つ
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
新

た
に
「
支
援
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を
根
付
か

せ
る
た
め
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
欠
か
せ
な
い
、
コ
ア

チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
を
想
定
し
た
モ
デ

ル
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
と
実
施
で
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
結
果
を
受
け
、
外
部
委
員
9

人
と
全
自
者
協
会
長
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
検

討
委
員
会
の
議
論
を
元
に
、
地
域
に
お
い
て

強
度
行
動
障
害
者
に
対
し
て
質
の
高
い
支
援

が
提
供
で
き
る
た
め
の
、
中
核
的
人
材
の
役

割
と
そ
の
育
成
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
し

て
い
き
ま
す
。
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第 34 回  全日本自閉症支援者協会  研究大会（滋賀 WEB 大会）
開催要項

1．大 会 趣 旨

2．主 　 　 催 一般社団法人　全日本自閉症支援者協会
3．開 催 担 当 全日本自閉症支援者協会　近畿ブロック加盟施設
 　　 社会福祉法人京都杉の木会「京北やまぐにの郷」、社会福祉法人南山城学園「翼」、　

社会福祉法人北摂杉の子会「萩の杜」「ジョブサイトよど」、社会福祉法人永寿福祉
会「永寿の里 彩羽」、社会福祉法人あかりの家「あかりの家」「ワークホーム高砂」、　
社会福祉法人美熊野福祉会「杉の郷」「杉の郷えぼし寮」、社会福祉法人紀伊の郷「日
置川みどり園」、

　 主 管 施 設 社会福祉法人しが夢翔会「ステップ広場ガル」
4．後 　 　 援  厚生労働省、文部科学省、滋賀県、滋賀県教育委員会、大津市、一般財団法人日本発達

障害ネットワーク、一般社団法人日本自閉症協会、日本自閉症スペクトラム学会、発達
障害者支援センター全国連絡協議会、公益財団法人日本知的障害者福祉協会、一般社団
法人全国手をつなぐ育成会連合会、滋賀県知的ハンディをもつ人の福祉協会、滋賀県自
閉症協会　　（予定・申請中を含む）

5．期 　 　 日 令和 3 年 12 月４日（土）～９日（木）　（これに加えて、年度末まで事後視聴可能）
6．会場・形式 ・ オンデマンド配信（ご都合の良い時間に各自でインターネット上で視聴いただく方式）
 ・ オンライン（WEB 会議サービス「Zoom」を活用したリアルタイム・ライブ配信での

質疑応答など）
 ※  大会申込みも含めて、全て大会専用サイトから、アクセスいただけます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で検索して、協会ホームページ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　からもアクセス可能です。

 ※  講演など全ての内容の録画や二次利用を禁じます。（視聴・参加は、ホームページ上
からのアクセスに限定させていただきます。）

7．参加対象者 全日本自閉症支援者協会会員施設職員
  自閉症・発達障害・知的障害の支援に関わる職員、家族（保護者）、その他関係者、大会

の内容に興味のある学生

『自閉症の人の生涯を支える“地域”を創る。』
発達障害者支援法の平成 28 年改正では、「ライフステージを通じた切れ目ない支援」「家族なども含め

た、きめ細やかな支援」「地域の身近な場所で受けられる支援」がポイントとなりました。また、今年度
障害福祉サービス等報酬改定においては、障害者の重度化・高齢化を踏まえた地域移行・地域生活の支
援が主な内容になっています。これらは、34 年前に始まった本協会が目指す「自閉症児者の人権と生き
るための発達保障、自立ならびに社会参加」を、少しずつですがますます具現化する一助となっています。

一方で、現在の社会・地域は、全ての自閉症の人やその周囲の人が乳幼児期から高齢期まで安心して
生きがいを持ち気持ちよく過ごせる、「共生型社会」になっているでしょうか。それが実現できるような、
当事者の特性を正しく理解して合理的配慮を届け QOL を高められる社会・地域の力があるでしょうか。
この問いに対して、具体的には、支援の質の向上やエビデンスベースの支援、および、人材の確保が必
要です。また、福祉・教育・医療などの支援者や家族の連携・共同のあり方、さらには“地域”による
理解など、様々に課題があると思います。

新型コロナウイルス感染症により私たちの日常は大きく変わりましたが、以上の重要性は変わりませ
ん。むしろ感染防止対策として進んだ WEB 形式を活用し、全国の皆さんがより多く簡易にアクセスし
て学びあい高めあえる大会を目指します。

https://insweb.jp/21jaas 
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ん。むしろ感染防止対策として進んだ WEB 形式を活用し、全国の皆さんがより多く簡易にアクセスし
て学びあい高めあえる大会を目指します。

https://insweb.jp/21jaas 
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8．定 　 　 員 400 人
9．参 加 費 【団体申込み -施設の複数職員で視聴いただけます】

協会会員施設 非会員施設・学校等

入所系・通所系 など
1,000 円×利用者定員数
（最大料金 30,000 円）

1,500 円×利用者定員数
（最大料金 36,000 円）

相談系・居宅系 など 10,000 円 15,000 円
 ※ 参加職員数ではなく、施設の利用者定員数で参加費を決定します。
 ※ 例：定員 50 人の協会会員施設の場合、料金は最大料金の 30,000 円。
 　 　　定員 20 人の非会員施設であれば、料金は 30,000 円。
 【個人申込み】

協会会員
非会員

一般 学生
3,500 円 4,000 円 2,000 円

 ※ 個人申込みによる複数人数での視聴や共同利用を禁じます。
10．参 加 申 込 申込み期間　８月 20 日（金）～ 11 月 19 日（金）17:00
 　上記の大会専用サイトより。
 　お申込み後、参加・視聴に必要なパスワード等をお知らせいたします。
11．お 問 合 せ 【大会の内容に関すること】
 　大会事務局 - 社会福祉法人しが夢翔会　ステップ広場ガル
 　　　担当　小﨑(ｺｻﾞｷ)、木村(ｷﾑﾗ)、折口(ｵﾘｸﾞﾁ)、村上(ﾑﾗｶﾐ)
 　　　〒 520-0860　滋賀県大津市石山千町 270-3
 　　　TEL 077-534-4477　　　FAX 077-534-4479
 　　　メール　zenjishakyo34@gmail.com
 【申込みや、WEB・機器操作などのシステムに関すること】
 　株式会社インサイト
 　　　〒 550-0003　大阪市西区京町堀 1-8-31　安田ビル 2F
 　　　メール　insight@insweb.jp　　　TEL　06-6449-5115
12．大会日程・概要

日 時間 内容

12 月４日（土） 事前視聴・質問受付開始
（一部内容は事前視聴不可）

12 月８日（水）

13:00 ～ 13:45 開会式

13:45 ～ 16:50

基調講演「『発達障害』のある人が感じる世界」
　　・広野 ゆい　氏（NPO 法人 DDAC（発達障害をもつ大人の会））
　　・吉川 徹　氏　（ 愛知県医療療育総合センター中央病院子どものこころ科

（児童精神科））

12 月 9 日（木）

9:15 ～ 11:30

シンポジウム「縦の連携：生涯を支える」
　　・加藤 永歳　氏　（厚生労働省）
　　・加藤 典子　氏　（文部科学省）
　　・石井 啓　　　　（本協会副会長）

11:30 ～ 12:00 閉会式

13:00 ～ 15:00

分科会
第１分科会　行動障害の支援　
第２分科会　横の連携：地域で支える
第３分科会　感染症や災害に関する利用者支援と施設運営

15:00 終了
12 月 10 日（金）
～ 3 月 31 日（木）

全プログラムの事後視聴可能
（12 月８･ ９日当日の質疑・シンポジウム等は、12 月 20 日（金）から視聴可能）

※ 詳細は全日本自閉症支援者協会ホームページより大会要項をご覧下さい。　　

（ 9）	 全自者協ニュース	 2021年10月

昨
年
度
後
半
か
ら
緊
急
事
態
宣
言
や
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
出
て
い
な
い
時

期
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
く
、
今
年
度
も

後
半
ま
で
は
同
様
の
状
態
が
続
く
で
あ
ろ

う
と
予
測
さ
れ
た
中
、
今
年
度
の
Ｓ
Ｖ
研

修
の
実
施
計
画
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
流
行
下
で
も
実
施
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
拡
充
を
図
る
こ
と
で
し
た
。

ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
の
講
義
に
関
し
て

は
、
昨
年
度
、
講
師
の
先
生
方
の
ご
協
力

と
株
式
会
社
リ
ー
ン
オ
ン
ミ
―
と
の
提
携

で
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
を
作
成
で
き
た
の

で
、
今
年
度
も
引
き
続
き
使
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
研
修
と
し
、
実
務
研
修
に
つ
い
て

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を

勘
案
し
て
実
施
時
期
を
決
定
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
や
コ
ン
サ
ル
テ
ー

シ
ョ
ン
の
実
践
的
な
学
び
に
焦
点
を
当
て

た
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
も
、
講
義
部
分
は

ビ
デ
オ
教
材
化
し
、
演
習
も
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
実
施
と
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
な
か
っ

た
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
に
は
実
践
の
方
向
性

や
内
容
を
検
討
、
確
認
す
る
場
と
し
て
実

践
発
表
会
を
加
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実

施
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
既
定
の
3
コ
ー

ス
を
漏
れ
な
く
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、

6
月
中
旬
よ
り
受
講
者
の
募
集
を
開
始

し
、
8
月
か
ら
開
講
し
ま
し
た
。

9
月
時
点
で
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
の

講
義
と
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
の
講
義
演
習

が
終
了
し
、
受
講
者
か
ら
の
研
修
報
告
書

も
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
に
関
し
て
は
、
発

達
障
害
支
援
の
基
礎
を
中
心
に
し
た
講
義

と
は
言
え
、
医
療
か
ら
支
援
理
念
、
支
援

法
、
当
事
者
や
家
族
の
思
い
、
施
設
や
地

域
で
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
の
意
義

ま
で
、
他
に
は
な
い
幅
の
広
さ
と
、
実
践

や
実
体
験
に
則
し
た
リ
ア
ル
で
濃
い
内
容

で
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
何
度
も
繰
り
返
し

視
聴
で
き
る
点
は
、
や
は
り
、
受
講
者
に

は
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
よ
う
で
し
た
。

ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
に
関
し
て
は
、

ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー

シ
ョ
ン
の
基
礎
に
つ
い
て
、
は
る
に
れ
の

里
に
戻
ら
れ
た
加
藤
潔
さ
ん
か
ら
、
困
難

事
例
の
研
修
で
の
知
見
を
加
え
た
講
義
を

い
た
だ
け
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
や
コ
ン
サ

ル
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
必
須
と
な
る
事
例
検

討
の
講
義
を
、
大
正
大
学
の
玉
井
邦
夫
先

生
に
お
引
き
続
き
お
願
い
し
、
病
気
療
養

中
に
も
関
わ
ら
ず
、
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
に
よ

る
事
例
検
討
の
講
義
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
育

成
重
視
の
事
例
検
討
の
進
め
方
と
共
に
、

育
成
の
根
本
的
な
難
し
さ
を
「
認
知
の
地

図
」
と
い
う
考
え
方
を
ビ
デ
オ
教
材
に
で

き
た
こ
と
は
、
今
後
の
Ｓ
Ｖ
研
修
に
と
っ

て
大
変
価
値
の
あ
る
こ
と
と
思
え
ま
し

た
。演

習
は
、
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
に
よ
る
事
例

検
討
を
行
い
ま
し
た
。
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
っ

て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
演
習
と
い
う
初
め
て

の
試
み
で
し
た
が
、「
や
は
り
対
面
の
方

が
・・・
」
と
い
う
意
見
が
あ
る
一
方
、「
遠

隔
地
同
士
で
も
気
軽
に
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
」
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
い

ず
れ
に
し
ろ
、
事
例
検
討
の
主
役
を
事
例

提
供
者
と
し
、
支
援
の
正
解
で
は
な
く
、

事
例
提
供
者
が
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
さ
れ
、

成
長
し
、
結
果
、
支
援
の
改
善
や
深
化
が

期
待
で
き
る
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
と
い
う
事
例

検
討
の
手
法
や
考
え
方
は
、
育
成
の
根
幹

に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
支
援

も
同
様
で
す
が
、「
対
象
者
の
主
体
的
な
課

題
解
決
力
を
支
え
、
活
性
化
す
る
」
と
い

う
姿
勢
や
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
も
の
の
捉

え
方
は
、
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
技
能
や

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ン
テ
ン
ツ
よ

り
前
に
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
も
の
で
、
そ

の
点
で
Ｓ
Ｖ
研
修
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の

と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

前
年
度
講
義
を
修
了
さ
れ
た
方
を
含

め
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
の
実
務
研
修
は

こ
れ
か
ら
と
な
り
ま
す
。
こ
の
原
稿
を
書

い
て
い
る
9
月
末
に
宣
言
と
措
置
が
全
面

解
除
に
な
り
ま
す
。
す
ぐ
に
で
も
開
始
し

た
い
と
こ
ろ
で
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
経

過
や
冬
季
に
ま
た
大
き
な
波
が
く
る
と
の

予
測
、
そ
し
て
何
よ
り
、
障
害
児
者
施
設
、

特
に
入
所
施
設
で
の
感
染
の
恐
ろ
し
さ
を

考
え
れ
ば
、
宣
言
解
除
後
の
推
移
を
見
極

め
な
が
ら
、
慎
重
に
進
め
ざ
る
を
得
な
い

と
こ
ろ
で
す
。
従
来
通
り
に
利
用
者
に
直

に
関
わ
る
現
場
実
習
を
行
う
に
は
、
ワ
ク

チ
ン
だ
け
で
な
く
、
確
実
に
効
果
の
上
が

る
治
療
薬
を
誰
も
が
使
え
る
状
況
を
待
た

ね
ば
な
ら
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
の
実
践
発

表
会
を
年
明
け
に
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
エ
ン
ト
リ
ー
者
が
い
ま
せ
ん
。
全
自

者
協
内
で
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
を
修
了
し

た
方
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
、
心
よ
り
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

発
達
障
害
支
援
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
養
成
研
修
・『
経
過
報
告
』

発
達
障
害
支
援

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修

特
定
事
務
局
　
北
川
　
裕
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成
長
し
、
結
果
、
支
援
の
改
善
や
深
化
が

期
待
で
き
る
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
と
い
う
事
例

検
討
の
手
法
や
考
え
方
は
、
育
成
の
根
幹

に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
支
援

も
同
様
で
す
が
、「
対
象
者
の
主
体
的
な
課

題
解
決
力
を
支
え
、
活
性
化
す
る
」
と
い

う
姿
勢
や
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
も
の
の
捉

え
方
は
、
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
技
能
や

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ン
テ
ン
ツ
よ

り
前
に
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
も
の
で
、
そ

の
点
で
Ｓ
Ｖ
研
修
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の

と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

前
年
度
講
義
を
修
了
さ
れ
た
方
を
含

め
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
の
実
務
研
修
は

こ
れ
か
ら
と
な
り
ま
す
。
こ
の
原
稿
を
書

い
て
い
る
9
月
末
に
宣
言
と
措
置
が
全
面

解
除
に
な
り
ま
す
。
す
ぐ
に
で
も
開
始
し

た
い
と
こ
ろ
で
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
経

過
や
冬
季
に
ま
た
大
き
な
波
が
く
る
と
の

予
測
、
そ
し
て
何
よ
り
、
障
害
児
者
施
設
、

特
に
入
所
施
設
で
の
感
染
の
恐
ろ
し
さ
を

考
え
れ
ば
、
宣
言
解
除
後
の
推
移
を
見
極

め
な
が
ら
、
慎
重
に
進
め
ざ
る
を
得
な
い

と
こ
ろ
で
す
。
従
来
通
り
に
利
用
者
に
直

に
関
わ
る
現
場
実
習
を
行
う
に
は
、
ワ
ク

チ
ン
だ
け
で
な
く
、
確
実
に
効
果
の
上
が

る
治
療
薬
を
誰
も
が
使
え
る
状
況
を
待
た

ね
ば
な
ら
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
の
実
践
発

表
会
を
年
明
け
に
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
エ
ン
ト
リ
ー
者
が
い
ま
せ
ん
。
全
自

者
協
内
で
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
を
修
了
し

た
方
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
、
心
よ
り
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

発
達
障
害
支
援
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
養
成
研
修
・『
経
過
報
告
』

発
達
障
害
支
援

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修

特
定
事
務
局
　
北
川
　
裕
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関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
2
0
1
9
年
に
行

わ
れ
た
全
国
大
会
（
川
越
大
会
）
以
降
よ

り
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
の
交
流
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
研
修
会
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
2
0
1
9
年
12
月
に

は
Ｓ
Ｖ
研
修
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
と
の
合

同
開
催
と
し
て
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
の
手
法
を

活
用
し
た
事
例
検
討
会
を
開
催
し
、
合
計

46
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
思
う
よ
う
に
研
修

会
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
事
務
局
で

の
打
ち
合
わ
せ
を
経
て
、
2
0
2
1
年
3

月
、
5
月
、
7
月
と
計
3
回
の
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

毎
回
約
15
名
の
方
が
参
加
し
て
頂
き
、

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
研

修
会
を
実
施
し
て
い
く
べ
き
か
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
様
々
な
意
見
が
挙
が
っ

た
の
で
一
部
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。
①
や

ま
ゆ
り
園
の
事
件
を
受
け
て
、
入
所
施
設

を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
会
②
コ
ン
サ
ル

テ
ー
シ
ョ
ン
を
絡
め
た
実
践
発
表
会
③
次

世
代
の
職
員
の
困
り
ご
と
に
対
し
て
ヒ

ン
ト
が
も
ら
え
る
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ズ
研
修
④
自
然
災
害
や
虐
待
防

止
の
観
点
で
の
研
修
会
⑤
Ｐ
Ｔ
や
Ｓ
Ｔ
な

ど
の
専
門
職
が
絡
ん
だ
事
例
発
表
会
な

ど
、
沢
山
の
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
最

終
的
に
は
、
若
い
世
代
の
職
員
の
困
り
ご

と
が
少
し
で
も
解
決
す
る
よ
う
に
Ｐ
Ｃ
Ａ

Ｇ
Ｉ
Ｐ
を
活
用
し
た
事
例
検
討
会
を
行
う

こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
研
修
会

と
は
別
の
企
画
に
な
り
ま
す
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
の
特
性
を
活
か
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
所
の
活
動
や
支
援
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
合
え
れ
ば
、
と
い
う
ご
意
見
も

挙
が
り
、
事
業
所
内
で
の
支
援
勉
強
会
の

取
り
組
み
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

本
題
の
研
修
会
に
向
け
て
、
本
来
で
あ

れ
ば
実
際
に
顔
を
合
わ
せ
て
の
集
合
研
修

と
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
確
実
に
実
施

し
た
か
っ
た
の
で
、
当
初
の
計
画
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
研
修
と
し
ま
し
た
。
研
修
に
参

加
す
る
前
に
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
て
事
前

配
信
を
行
い
、
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
の
事
例
検

討
会
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
動
画
を
視
聴

し
て
か
ら
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

9
月
18
日
に
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
用
し
た
事

例
検
討
会
を
行
い
、
当
日
は
8
法
人
15
事

業
所
か
ら
計
30
名
の
方
々
が
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。
一
グ
ル
ー
プ
10
名
ず
つ
で
、

3
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
事
例
検
討
を
進

め
ま
し
た
。
多
く
の
方
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
事
例
検
討
会
は
初
め
て
の
参
加
で
し
た

が
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
活
発
に
質
問
や
意

見
が
飛
び
交
い
、
あ
っ
と
い
う
間
の
2
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
事
例
検
討
会
で
受
け
た
ヒ
ン

ト
を
参
考
に
し
て
、
事
例
提
供
者
は
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
所
で
支
援
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
展
開
し
た
支
援
を
発
表
す

る
場
と
し
て
12
月
11
日
に
2
回
目
の
研
修

会
を
行
う
予
定
で
す
。

今
年
度
の
研
修
会
は
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
の

事
例
検
討
会
に
な
り
ま
し
た
が
、
他
に
も

様
々
な
企
画
案
が
挙
が
っ
て
い
る
の
で
、

次
年
度
以
降
に
是
非
、
実
施
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
得
た
、
出

会
い
を
き
っ
か
け
に
日
常
の
支
援
に
ヒ
ン

ト
や
元
気
が
も
ら
え
る
場
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

（
ひ
だ
ま
り
の
里
き
よ
せ
　
赤
川
　
剛
）

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
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LaLa-chocolat（ララショコラ）は2015年にオープンしたチョコレートと焼き菓子の専門店です。
就労継続支援B型事業所として運営し、ご利用者の方に製造作業に携わっていただいています。
パティシエのスタッフから専門的な作業指導をしてもらいながら、丁寧に質の高いお菓子を作ることを大切に、
ご利用者の皆さんが楽しく誇りをもって働けるよう地域に愛される店舗を目指して運営しています。

マンディアン シエルショコラ 焼き菓子
サブレにチョコレートをコーティングし、
ナッツやドライフルーツをトッピングして
います

チョコレートに食感のアクセントととなる
ライスパフやシードミックスを混ぜ込み、
ドライフルーツやナッツをトッピングして
います

ガレットやクッキー、フィナンシェ、フロラ
ンタンなど様々な焼き菓子を作っています

お客様に美味しいお菓子を届けられるよう毎日頑張っています！

社会福祉法人北摂杉の子会 LaLa-chocolat TAKATSUKI
〒569-0071 大阪府高槻市城北町２丁目１３－２
ＴＥＬ：072-668-5055
営業時間：10:00～19:00 定休日：日曜日・祝日

HP：http://lala-chocolat.net/

ネットショップ：https://lala-chocolat.shop/

全自者協の逸品
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会 員 種 別 11月1日加入 12月1日加入

◆加入プランAA ： 日本自閉症協会正会員（加盟団体）の構成個人会員 6,920円 5,630円

◆加入プランBB  ： 自助会員（上記以外の方は申し込みにて自助会員となります） 8,920円 7,630円

●加入プラン（会員種別）と掛金 （加入希望月の前月20日が申込み受付の締切です。）

・年度の途中加入の場合、お申込みと同時に指定口座への掛金の振込をお願いいたします。

おお問問いい合合わわせせ・・おお申申込込みみ フフリリーーダダイイヤヤルル 00112200--888800--881199

●保障内容 詳細は問い合わせください。パンフレット等をお送りさせていただきます。

【【ＡＡＩＩGG損損保保普普通通傷傷害害保保険険】】ケガをした時､他人への損害賠償、弁護士等を利用した時に備えて

●●弁弁護護士士費費用用等等補補償償 ★新規導入★

●●他他人人へへのの損損害害賠賠償償(対対人人・・対対物物））

●●本本人人のの傷傷害害（（ケケガガ））のの補補償償（ケガでの入院、通院を初日から補償します）

【【ＡＡＳＳＪＪ保保険険】】病気やケガ・検査での入院に備えて（入院を開始した 2日目から保障します）

●入入院院保保障障金金 １会計年度30日まで

●死死亡亡弔弔慰慰金金（受取人は法定相続人となります）

自閉症スペクトラムのための総合保障のご案内

・死亡保険金
・後遺障害保険金
（障害の程度に応じて）

・入院（180日限度）

・手術（1事故あたり1回まで）
・通院（90日限度）

一一般般社社団団法法人人 日日本本自自閉閉症症協協会会 ＡＡＳＳＪＪ保保険険事事務務局局
〒104-0044 東京都中央区明石町6-22 ニッコンビル6F
ＴＥＬ：：03-5565-2020      FAX：03-5565-2021 E-Ｍail：asj-hoken@autism.or.jp

営業日 ： 月～金 （ 土・日・祝日除く ） 10:00～16:00
＊入院保険金のご請求や届出住所・金融機関等をご変更の場合は、ＡＳＪ保険事務局までご連絡下さい。

・付添介護費用
・差額ベッド費用
・入院臨時費用
・入院諸費用

1日
1日
1入院
1日

8,000円
5,000円
5,000円
1,000円

5万円

・法律相談費用
・損害賠償請求費用
・弁護士接見費用（無罪・不起訴のみ）

1事故あたり
1事故あたり
1事故あたり

5万円まで（1回1万円まで）

200万円まで

1万円まで

1事故あたり 最高3億円まで

1日

1日

3,000円
3万円もしくは1.5万円

1,500円

226万円
226万円～9.04万円

2021年度
途中加入をお考えの

皆様へ

検検査査入入院院ををししままししたた。。
保保障障のの対対象象ににななりりまますすかか。。

はい。1泊2日以上の入院であれば、
2日目から保障の対象になります。

弁弁護護士士等等をを利利用用ししたた際際のの
保保険険ははあありりまますすかか。。

弁護士費用等補償として、被害
事故に対する法律相談費用や
損害補償請求費用と弁護士接見
費用（無罪・不起訴のみ）が
補償の対象になる保険がセットさ
れております。

自自転転車車でで事事故故をを起起ここししたた場場合合、、
補補償償のの対対象象ににななりりまますすかか。。

はい。個人賠償補償（1事故当
たり支払限度額3億円まで）の対
象になります。

新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症でで
自自宅宅療療養養ををししままししたた。。保保障障のの
対対象象ににななりりまますすかか。。

はい。入院臨時費用と入院諸費用が
保障の対象になります。

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

皆さんからの
ご質問に

お答えします！

ぜひご活用
ください！

保険内容の
お問合せ


